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● 平成 26 年度全国の食中毒発生の件数 ･･････976件
● 平成 26 年度全国の食中毒発生の患者数 ･･････19,355人
● 全国の食中毒発生の飲食店の割合 ･･････60.5％
● 喫煙者でこの 1 年間で禁煙に挑戦した者の割合 ･･････24.5％
● 禁煙に挑戦して禁煙に成功した者の割合 ･･････32.9％　
● 喫煙者で「やめようと思えばすぐに禁煙できると思う」者の割合 ･･････33.2％
● 主婦が食品購入時に最も気にすること
　 1 位　産地（27.9％）　2 位　価格（27.5％）　
　 3 位　鮮度（19.4％）　4 位　賞味期限 ･ 消費期限（6.1％）　　
● 主婦が食品購入時に心がけていること
　 1 位　産地の確認（67.4％）　2 位　食品添加物を避ける（59.5％）
　 3 位　信頼できるお店を利用（56.8％）　4 位　商品の加工場所等を確認（40.9％）
● 主婦が食の安全で気になるもの
　 1 位　精肉（89.2％）　2 位　鮮魚（83.2％）　3 位　青菜（78.5％）
　 4 位　冷凍食品（51.2％）　5 位　米（49.5％）
● 2015 年 WHO に報告されたヒトの鳥インフルエンザ（H5N1）確定症例数 ･･････143人
● 一般の者が「ガンの原因と考える」もの（事）
　 1 位　タバコ　2 位　食品添加物　3 位　大気汚染
● 食品安全の専門家が「ガンの原因と考える」もの（事）
　 1 位　タバコ　2 位　加齢　3 位　飲酒

こんなことがわかります！

食材の選択を考える消費者の目線はどこにあるのか？
多様化する食の安全と健康を考えるための統計集。

●ISBN978-4-86563-014-5
●三冬社 編集制作部 編
●2016年4月5日発行
●A4判344頁
●定価 本体 14,800円＋税
●http://www.santho.net/

公共機関・大学図書館・研究室、公共図書館の必備図書

消費者の目線で
食材を見ると 使えるデータがきっとあります。
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少子高齢社会
総合統計年報 2016

地方創生がテーマの日本 !
人口減少が進み財政再建をしながら社会保障を充
実させる方法を考えるための資料集です。
ISBN978-4-86563-012-1
発行：2015 年 12 月
定価 本体 14,800 円＋税

災害と防災・防犯
統計データ集 2016

地震や台風による自然災害が多発する日本
統計から対策まで 1 冊で網羅！

ISBN978-4-86563-011-4
発行：2015 年 10 月
定価 本体 14,800 円＋税

食生活データ
総合統計年報 2016

TPP による食品産地の変化と食品業界への影響 ! 
そして消費者の意識と影響を計るための統計デー
タ集です。
ISBN978-4-86563-013-8
発行：2016 年 2 月
定価 本体 14,800 円＋税

▼内容見本（ホームページにて見本掲載中：http://www.santho.net/）
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内閣府・総務省・農林水産省・環境省・厚生労働省・文部科学省・
消費者庁・水産庁・国税局・東京都・埼玉県・福島県・秋田
県・岩手県・大阪府堺市・南相馬市・福島市・（公財）日本食
肉消費総合センター・日本うま味調味料協会・（一社）JC 総
研・（一社）ベターホーム協会・（独）国民生活センター・（独）
畜産農業振興機構・明治大学危機管理研究センター・他各種
団体、企業　など

第6章 食生活と健康意識
身体にいい食生活への意識/乳幼児の食物アレルギーに関する実態調査/20代ひとり暮らし女性の食事からみた
健康意識/主婦の健康意識/飲酒と休肝日に関する実態調査/食生活からみる長寿に関する調査/野菜不足に関する
調査/機能性成分を豊富に含んだ野菜/グラノーラに関するアンケート/白もの牛乳類のベネフィットについての
認識/砂糖・糖分への意識/働き盛り男女の健康意識/子どもの食育に関する実態調査/健康意識とスーパーフード
/食育に関する意識/在宅高齢者の食事と健康/食生活と健康診断/食器洗いに関する意識/食品安全基本法

第3章 鳥インフルエンザ ･家畜伝染病・食中毒　他
世界の鳥インフルエンザの発生状況/鳥インフルエンザ（H5N1）の人での確定症例数/野鳥における鳥インフルエ
ンザウイルス保有状況/家畜伝染病の発生状況/畜水産物中のダイオキシン類濃度/食品中の残留農薬/農･畜産物
の残留農薬（東京都）/BSE･鳥インフルエンザに関する知識/食中毒の発生状況（2013 ～ 2016年2月2日まで）
/東京都の食中毒発生状況/ノロウイルスによる食中毒/ノロウイルス感染予防のための手洗いの意識/食品中の食
中毒汚染実態/食肉の生食に関する意識/アニサキス食中毒発生状況/有毒植物による食中毒発生状況/ふぐ中毒の
発生状況/毒キノコによる食中毒発生状況

第2章 放射線と健康
被爆の健康への影響/福島市民の放射能に関する意識/食品の放射能汚染に関する意識/福島県民の「甲状腺検査」
の状況/福島県妊産婦に関する調査/子どもの放射性セシウムの排出調査/セシウムの排出
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1-11-7 諸外国の輸入規制の動向（水産物）図表
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  1 アラブ首長国連邦

  2 イラク

  3 エジプト

  4 ギニア

  5 クウェート

  6 コンゴ民主共和国

  7 仏領ニューカレドニア

  8 仏領ポリネシア

  9 モーリシャス

10 モロッコ

11 レバノン　※

12 マカオ

13 中国

14 ロシア

15 ブルネイ

16 台湾

17 サウジアラビア

18 シンガポール

19 韓国　※

20 米国　※

21 香港

22 アルゼンチン

23 インドネシア

24 オマーン

25 カタール

26 チリ　※

27 バーレーン

28 ブラジル　※

29 ボリビア　※

30 メキシコ　※

31 ＥＵ

32 アイスランド

33 スイス

34 リヒテンシュタイン

35 ノルウェー

36 セルビア

37 タイ

38 カナダ

39 マレーシア

40 コロンビア　※

41 ペルー

42 イスラエル

43 イラン

44 インド

45 ウクライナ

46 トルコ

47 ネパール

48 パキスタン

49 フィリピン

50 ミャンマー

51 ニュージーランド

52 ベトナム

53 豪州

54 エクアドル　※
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※レバノン及びブラジルは 4月、米国、韓国、メキシコ及びチリは 6月、エクアドルは 7月、ボリビア及
びコロンビアは 8月時点。
：輸入停止（18）
：日本の出荷制限品目を輸入停止（2）
：放射性物質検査証明（22）
：産地証明（0）
：輸入国側での検査強化（全ロット検査、又は、サンプル検査）（13）
：輸入国側での通常レベルの検査
（　　）の数字は、福島県についての数。

：輸入停止（8）
：日本の出荷制限品目を輸入停止（3）
：放射性物質検査証明（21）
：産地証明（0）
：輸入国側での検査強化（全ロット検査、又は、サンプル検査）（8）
：輸入国側での通常レベルの検査
（　　）の数字は、福島県についての数。

原発事故に伴う国内の出荷制限・摂取制限の動向
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1-12-15 原発事故に伴う出荷制限・摂取制限の動向（淡水魚）図表

（注）1　2011年 6月 6日～ 2015年 9月 29日の期間中に区域に対して変更が加わっているため、この期間中に一度でも出荷制限・摂取制限が指示された地域のすべてが地図中に示されている。
2　「アメリカナマズ（養殖されているものを除く）」「アユ（養殖されているものを除く）」「イワナ（養殖されているものを除く）」「ウグイ」「ウナギ」「ギンブナ」「コイ」「フナ（養殖さ
れているものを除く）」「ヤマメ（養殖されているものを除く）」

1-12-14 原発事故に伴う出荷制限・摂取制限の動向（野生のキノコ・山菜類）図表

（注）1　2011年 9月 6日～ 2014年 10月 7日の期間中に区域に対して変更が加わっているため、この期間中に一度でも出荷制限・摂取制限が指示された地域のをすべてが地図中に示されている。
2　「キノコ類」「フキノトウ」「タラノメ」「クサソテツ」「コシアブラ」「ゼンマイ」「ワラビ」「サンショウ」「セリ」「ウワバミソウ」「ウド」「フキ」

2011 年 9月 6日～ 2012 年 4月 8日

2011 年 6月 6日～ 2012 年 3月 28 日

2013 年 9月 26 日～ 2014 年 10 月 7日

2013 年 11 月 12 日～ 2015 年 9月 29 日

2012 年 4月 9日～ 2013 年 9月 25 日

2012 年 3月 29 日～ 2013 年 11 月 11 日

2014 年 10 月 8日以降

2015 年 9月 30 日から現在まで

赤字の魚種は摂取制限対象、黒字の魚種は出荷制限対象となっている。
出荷制限、摂取制限は該当県の水域の一部に対して講じられている。

・アユ（養殖を除く）
・ウグイ
・ヤマメ（養殖を除く）

赤字の魚種は摂取制限対象、黒字の魚種は出荷制限対象となっている。
出荷制限、摂取制限は該当県の水域の一部に対して講じられている。

・アユ（養殖を除く）
・ウグイ
・ウナギ
・コイ（養殖を除く）
・フナ（養殖を除く）
・ヤマメ（養殖を除く）

・イワナ（養殖を除く）
・ウグイ
・ヤマメ（養殖を除く）

・イワナ（養殖を除く）
・ウグイ

・アメリカナマズ（養殖を除く）
・ウナギ
・ギンブナ（養殖を除く）

・ギンブナ
・コイ

・イワナ（養殖を除く）
・ウグイ（養殖を除く）
・ヤマメ（養殖を除く）

・イワナ
  （養殖を除く）
・ヤマメ
  （養殖を除く）

赤字の魚種は摂取制限対象、黒字の魚種は出荷制限対象となっている。
出荷制限、摂取制限は該当県の水域の一部に対して講じられている。

・アユ（養殖を除く）
・ウグイ
・ウナギ
・コイ（養殖を除く）
・フナ（養殖を除く）
・ヤマメ（養殖を除く）

・イワナ（養殖を除く）
・ウグイ
・ヤマメ（養殖を除く）

・イワナ（養殖を除く）
・ウグイ

・アメリカナマズ（養殖を除く）
・ウナギ
・ギンブナ（養殖を除く）

・ウナギ　　・ギンブナ
・コイ

・イワナ（養殖を除く）
・ウグイ（養殖を除く）
・ヤマメ（養殖を除く）

・イワナ
  （養殖を除く）
・ヤマメ
  （養殖を除く）

赤字の魚種は摂取制限対象、黒字の魚種は出荷制限対象となっている。
出荷制限、摂取制限は該当県の水域の一部に対して講じられている。

・アユ（養殖を除く）
・ウグイ
・ウナギ
・コイ（養殖を除く）
・フナ（養殖を除く）
・ヤマメ（養殖を除く）

・イワナ（養殖を除く）
・ウグイ
・ヤマメ（養殖を除く）

・イワナ（養殖を除く）

・アメリカナマズ（養殖を除く）
・ウナギ
・ギンブナ（養殖を除く）

・ウナギ　・ギンブナ
・コイ

・イワナ（養殖を除く）
・ウグイ（養殖を除く）
・ヤマメ（養殖を除く）

・イワナ
（養殖を除く）
・ヤマメ
（養殖を除く）

第２章 福島市民の放射能に関する意識
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2 福島市民の放射能に関する意識
福島市「第2回放射能に関する市民意識調査」（平成26年5月）
2014年5月調査、福島市在住の満20歳以上の男女3,000名、市外へ避難している満20歳以上の男女500名、合計3,500名対象（回
答者1,515名）

2-2-1 原子力発電所の事故の影響で別
居している家族がいるか図表 2-2-2 （2-2-1で別居家族がいると答えた者対象）

再び一緒に暮らせる見通し図表
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2-2-3 放射能による健康不安
（平成24・26年）図表 2-2-4 2011年からの放射能による健

康不安の変化（平成24・26年）
図表
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2-2-5 放射能汚染に対処する行動
（平成24・26年）図表 2-2-6 放射能汚染に関する検査の実施率図表
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2-2-9 福島市政に関する情報源（3項
目選択可）（平成24・26年）

図表 2-2-10 （避難者対象）
将来、福島市に戻りたいと思うか（平成24・26年）図表
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福島市「第2回放射能に関する市民意識調査」（平成26年5月）
2014年5月調査、福島市在住の満20歳以上の男女3,000名、市外へ避難している満20歳以上の男女500名、合計3,500名対象（回
答者1,515名）

2-2-1 原子力発電所の事故の影響で別
居している家族がいるか図表 2-2-2 （2-2-1で別居家族がいると答えた者対象）
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2-2-9 福島市政に関する情報源（3項
目選択可）（平成24・26年）

図表 2-2-10 （避難者対象）
将来、福島市に戻りたいと思うか（平成24・26年）図表
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3-1-3 （2013年1月以降）アジアにおける高病原性および低病原性鳥インフルエンザの発生状況（2016年1月17日現在）図表
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※発生日、検体回収日に基づく　　※野鳥の低病原性鳥インフルエンザについては確認可能な台湾のみ記載
出典：OIE WAHID他

家きん： ●（高病原性鳥インフルエンザ）
 ●（低病原性鳥インフルエンザ）
野　鳥： ▲（高病原性鳥インフルエンザ）
 ▲（低病原性鳥インフルエンザ）
※⑱インドネシアは継続発生中

食中毒の発生状況—2013〜2016年2月2日まで
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3-9-6 食中毒発生事例（平成27年3月～28年2月2日に厚生労働省に報告のあった事例）図表

自治体名 発生月日 原因食品 病因物質 原因施設 摂食者数 患者数 死者数
北海道 9月8日 テングタケの一種 自然毒 - 植物性自然毒 家庭 2 1 0
北海道 8月9日 8月7日に提供された食事 細菌 - カンピロバクター・ジェ

ジュニ / コリ 飲食店 28 12 0

北海道 3月21日 当該施設で提供された食事 細菌 - カンピロバクター・ジェ
ジュニ / コリ 飲食店 397 21 0

北海道 4月22日 4月21日に当該施設で提供された食事 ウイルス - ノロウイルス 飲食店 18 11 0
北海道 3月12日 3月11日及び13日に提供された食事 ウイルス - ノロウイルス 飲食店 21 14 0
北海道 12月31日 平成27年12月31日に当該飲食店が

提供した食事（持ち帰り用の寿司）細菌 - 腸炎ビブリオ 飲食店 1,377 172 0
北海道 4月18日 4月17日に提供された食事 ウイルス - ノロウイルス 飲食店 16 10 0
北海道 4月8日 不明 寄生虫 - アニサキス 不明 不明 1 0
北海道 11月24日 不明 寄生虫 - アニサキス 不明 不明 1 0
北海道 11月16日 不明 寄生虫 - アニサキス 不明 不明 1 0
北海道 2月22日 不明 寄生虫 - アニサキス 不明 不明 1 0
北海道 4月1日 不明 寄生虫 - アニサキス 不明 不明 1 0
北海道 8月22日 8月21日から24日に提供した食事 細菌 - カンピロバクター・ジェ

ジュニ / コリ 飲食店 184 25 0
北海道 11月8日 スイセンの鱗茎 自然毒 - 植物性自然毒 家庭 2 2 0
北海道 3月23日 3月22日に提供された食事 ウイルス - ノロウイルス 飲食店 583 41 0
北海道 10月1日 不明 寄生虫 - アニサキス 不明 不明 1 0
北海道 6月4日 不明 寄生虫 - アニサキス 不明 不明 1 0
北海道 6月8日 不明 寄生虫 - アニサキス 不明 不明 1 0
北海道 9月8日 不明 寄生虫 - アニサキス 不明 不明 1 0
北海道 2月8日 2月8日に当該施設が提供した

仕出し料理 細菌 - ぶどう球菌 飲食店 39 19 0

北海道 3月13日 不明 細菌 - カンピロバクター・ジェ
ジュニ / コリ 不明 9 6 0

北海道 9月28日 マフグ（推定） 自然毒 - 動物性自然毒 家庭 1 1 0
北海道 4月4日 不明 寄生虫 - アニサキス 不明 不明 1 0
北海道 7月28日 不明 寄生虫 - アニサキス 不明 不明 1 0
北海道 9月19日 テングタケ 自然毒 - 植物性自然毒 家庭 2 2 0
札幌市 10月31日 10月29日に飲食店が提供した食品 ウイルス - ノロウイルス 飲食店 43 6 0
札幌市 11月23日 飲食店が提供した食品 ウイルス - ノロウイルス 飲食店 不明 11 0
札幌市 12月15日 不明 細菌 - カンピロバクター・ジェ

ジュニ / コリ 不明 不明 3 0
札幌市 12月24日 飲食店が提供した食品 ウイルス - ノロウイルス 飲食店 不明 8 0
札幌市 1月9日 1月8日に仕出屋が調理し、市内の

ホテルで提供した食品 ウイルス - ノロウイルス 仕出屋 68 26 0
札幌市 2月4日 不明 寄生虫 - アニサキス 不明 不明 1 0
札幌市 3月28日 3月27日に飲食店が提供した食品 ウイルス - ノロウイルス 飲食店 85 22 0
札幌市 4月18日 飲食店が提供した食品 ウイルス - ノロウイルス 飲食店 不明 13 0
札幌市 6月11日 不明 その他 家庭 2 2 2
札幌市 6月21日 イヌサフラン（推定） 自然毒 - 植物性自然毒 家庭 1 1 1
札幌市 8月3日 めんつゆ（推定） 細菌 - その他の病原大腸菌 仕出屋 160 131 0
札幌市 9月20日 テングタケ（推定） 自然毒 - 植物性自然毒 家庭 1 1 0
旭川市 10月6日 10月6日に当該施設が提供した食事 細菌 - ウェルシュ菌 旅館 50 41 0
旭川市 6月29日 平成27年6月26日に飲食店が調理

提供した食事
細菌 - カンピロバクター・ジェ
ジュニ / コリ 飲食店 不明 3 0

旭川市 8月2日 キンパ（韓国風のり巻） 細菌 - サルモネラ属菌 飲食店 不明 11 0
旭川市 8月3日 さんま蒲焼き 化学物質 - 化学物質 事業場 - 給食施設 -

保育所 57 17 0
小樽市 4月26日 4月26日に販売された刺身（ニシン） 寄生虫 - アニサキス 販売店 2 1 0
青森県 8月5日 不明（家庭の食事） 細菌 - カンピロバクター・ジェ

ジュニ / コリ 家庭 不明 3 0
青森県 9月17日 きのこのみそ汁 自然毒 - 植物性自然毒 家庭 1 1 0
青森県 1月11日 不明（「はちのへゆーゆーらんど新

八温泉」が提供した食品） ウイルス - ノロウイルス 飲食店 不明 32 0
青森県 2月9日 平成27年2月8日に製造された弁当 ウイルス - ノロウイルス 飲食店 不明 19 0
青森県 6月27日 不明（平成27年6月25日及び6月27

日に当該施設で調理提供した食事）
細菌 - カンピロバクター・ジェ
ジュニ / コリ 飲食店 不明 3 0

青森県 10月16日 不明（10月15日に給食施設が提供
した昼食） ウイルス - ノロウイルス 事業場 - 給食施設 -

保育所 55 19 0

青森県 2月12日 不明（特別養護老人ホーム清風荘
が調理した食事） ウイルス - ノロウイルス 事業場 - 給食施設 -

老人ホーム 不明 14 0

青森市 11月11日 不明 細菌 - カンピロバクター・ジェ
ジュニ / コリ 不明 不明 3 0

青森市 8月7日 おにぎり 細菌 - ぶどう球菌 飲食店 不明 22 0
岩手県 2月4日 2月2日から2月3日までの食事 ウイルス - ノロウイルス 事業場 - 給食施設 -

老人ホーム 51 22 0
岩手県 11月12日 アジ 寄生虫 - アニサキス 家庭 1 1 0
岩手県 2月21日 2月20日（金）に飲食店が提供した食事 ウイルス - ノロウイルス 飲食店 12 7 0
岩手県 7月12日 しめ鯖 寄生虫 - アニサキス 不明 不明 1 0
岩手県 7月25日 7月25日に自治会が調理・提供した食事 細菌 - ぶどう球菌 家庭 112 43 0
岩手県 7月11日 7月9日（木）の料理 細菌 - カンピロバクター・ジェ

ジュニ / コリ 飲食店 6 4 0

自治体名 発生月日 原因食品 病因物質 原因施設 摂食者数 患者数 死者数
秋田県 1月24日 不明（仕出し弁当） ウイルス - ノロウイルス 仕出屋 75 40 0
秋田県 1月6日 不明（1月5日に提供した料理） ウイルス - ノロウイルス 飲食店 4 3 0
山形県 1月15日 当該施設が提供した食事（推定） ウイルス - ノロウイルス 飲食店 478 123 0
大阪市 1月23日 生かき ウイルス - ノロウイルス 飲食店 3 3 0
大阪市 1月8日 不明（一品料理） ウイルス - ノロウイルス 飲食店 40 20 0
大阪市 1月9日 鶏刺身（ももタタキ、ささみ、肝、

ずり、こころ）、鶏ささみのユッケ
細菌 - カンピロバクター・ジェ
ジュニ / コリ 飲食店 31 24 0

広島県 1月4日 ふぐ（種類不明） 自然毒 - 動物性自然毒 家庭 3 2 0
大分県 1月11日 飲食店提供料理 ウイルス - ノロウイルス 旅館 55 55 0

平成 28 年報告事例

平成 27 年報告事例

（注）資料は、平成 28 年 2 月 2 日までの報告事例を 3 月 1 日までの内容で更新させている。したがって 2 月 2 日～ 3 月 1 日時点で発生した事例は載っていない。

食の安全と健康を考える最新データを収集！

使えるデータがきっとあります！
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19 食の安全についての主婦の意識
ソフトブレーン・フィールド（株）「食の安全についての主婦の意識調査」（インターネット調査）
2014年8月調査、全国の20～50代女性1,124名対象

4-19-1 食品購入時に最も気にすること図表 4-19-2 食品購入時に心がけていること
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4-19-3 食の安全性について図表

4-19-4 食の安全性が気になるもの
（複数回答）図表
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4-19-5 食の安全性を高めるために必要
なこと（複数回答）図表

4-19-6 高くても安心・安全な食材を購
入するか図表
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5-8-3 主な傷病の受療率（人口10万対）の年次推移（昭和50年～平成23年）図表

（注）平成 23年は宮城県の石巻医療圏、気仙沼医療圏及び福島県を除いた数値である。
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脳血管疾患

急性心筋梗塞

気分［感情］障害（躁うつ病を含む）

血管性及び詳細不明の認知症
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